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町の鳥=ひばり/田Tの花=れんげ/町の木=乙女椿

男 6，005人(-1) 

女 5，789人(士 0)

計 11，794人 (-1) 

世帯数 3，732戸 (+3) 
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「ワッショイ¥ワyショイ」 一一一 見ている方も思わず手に力ガ

入ってしまう綱引き競技。大きな掛け声と熱のこもった応援がクラ

ンドいっぱいに響きます。

子供からお年寄りまでみんなで楽しめる運動会を目標に¥各地区

で運動会ガ盛大に行われました。
むかで

秋空の下¥サンドウィツチ競争や百足競争など趣向を凝らした競

授が繰り広げられ熱戦を展開。笑いや歓声の和やかな雰囲気の中¥
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みんなで楽しく体を動かしてスポーツの秋を満喫しましだ。
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〆園町h回〆りにのまちづく意号迄と者参

昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
と
新
た

に
加
え
ら
れ
た
下
水
道
事
業
な
ど
の
特

別
会
計
の
決
算
が
九
月
定
例
議
会
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
は
、
当
初
三

O
億
六

六

一
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

基
金
繰
入
金
な
ど
の
関
係
か
ら
最
終
的

に
入
っ
た
お
金
(
歳
入
額
)
は
、
三
四
億

五
、
六
九
O
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て、

使
わ
れ
た
お
金

(歳

出
額
)
は
、
三
三
億
七
、
三
三
七
万
三

千
円
で
六
十

一
年
度
に
引
き
続
き
土
木

費

(
三
三
・
七
%
)
や
総
務
費
(
二
四
・

八
%
)
な
ど
が
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
主
に
、
道
路
新
設
改
良
工
事
・
土
地

分担金及負担金
4，036万 9千円
(1.2%) 

円千
九・A
叫

d

ru
万
%

d
u
J
h
d
n
h
u
 

k
主

内
4

・

E
U
F
h
u
'
i
 

財
孔
(

県支出金
8，312万 3千円
(2.4%) 

繰越金
l億7，118万円
(5.0%) 

区
画
整
理
事
業
・
都
市
計
画
街
路
及
び

河
川
改
修
工
事
・
町
誌
編
さ
ん
・
清
里

の
森
保
健
休
養
施
設
な
ど
の
事
業
に
よ

る
も
の
で
す
。

ま
た
、
翌
年
へ
の
繰
越
額
は
、
八
、

三
五
三
万
六
千
円
と
な
り
、
そ
の
内
翌

年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
の
充
当
額
二
、

四
O
三
万
二
千
円
を
差
引
く
と
残
り
の

五
、
九
五

O
万
四
千
円
が
六
十
二
年
度

の
実
質
収
支
に
よ
る
剰
余
金
と
な
り
ま

し
た。六

十
二
年
四
月
一
日
か
ら
六
十
三
年

三
月
三
十
一

日
ま
で
の
聞
に
税
金
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
グ
ラ
フ
と
表
を

使
っ
て
表
わ
し
て
み
ま
し
た
。

入歳

町税の収入状況(決算額〉一般会計歳入科目
(単位 千円)

昭和57年度

昭和58年度

昭和59年度

昭和60年度

昭和61年度

昭和62年度

昭和58年度

昭和59年度

昭和60年度

昭和61年度

昭和62年度

過去5年間の決算状況

E
 

E
 過 27億5，942万何回n l 

去 26億9，792万 3千

年五間 24億5，597方 9千四
24憶 236万9千円|

糊 ，707]]9千円 { 

決算状況の 31億8，776万 3 千円
31億5，192方 4千円 | 
29億8，074万 4千円 | 

34億5，690]]9千円 1 
33億7，337万 3千円

7憶3，647万円

23億7，922万 6千円

24憶6，762万 8千円

21憶4，514万 8千円

18億2，916万3千円

11億 1，112万円

町
税
の
収
入
状
況
(
決
算
額
)

歳入科目 金 額

町 手'5l 2，145，148 
固定 資 産 税 1. 050.842 
町 民 税 871，151 
電 気 不~ 148，439 
町たは、こ消費税 63.877 
軽自動車税 9，899 
特別 土 地保有税 940 
カや ス 不見 O 

国 庫 支 出金 227，687 
国庫補助金 176，568 
国庫負 担 金 44.424 
委 託 金 6.695 

県支 出金 83，123 
県 手甫 助 金 61.339 
県 負 f旦 金 17，354 
委 託 金 4，430 

財産 収 入 56，259 
財産運用 収 入 42，587 
財産売払 収 入 13.672 

繰 入 金 598，308 
繰 越 金 171，180 
諸 収 入 32，713 

町預金 利 子 26.430 
幸佐 入 6，137 
延滞金加算金及過料 146 

分全日金及負 手白金 40，369 

使 用 料及 手 数料 30，187 

自 動車取 得税 父 付 金 35，095 
金也 方 譲 与 手見 31，314 

交通 安 全 対 策 特 別 父 付 金 4，914 

寄 イ寸 金 612 

地 方 3ξ イ寸 干見 。
町

額債
。

車窓 3，456，909 

一般会計歳出科目

歳出科目 金 額

民 生 費 248，777 
社会福祉費 104.449 
児童福 祉 費 144.328 
災害救助費 O 

土 木 費 1，135，300 
都市計画費 611，604 
道路橋りょう費 369.019 
土 木管理費 18，446 
河 )1/ 費 99，120 
イ主 司~ 費 37.111 

教 育 費 347，761 
教育総務費 52，669 
保健体育費 134，998 

寸主uーム 校 費 85.981 
社会教育費 29.476 
中 学 校 費 44，637 

総 務 費 837，872 
総 務 管 理 費 478，586 
1:工iー 画 費 304，598 
徴 キ見 費 41，306 
戸籍住民基本台帳費 3，533 
監査委員費 5.222 
統計調査費 500 
i塞 挙 費 4，127 

公 イ責 費 211，289 
-:t、;: イ責 費 211，289 

農 林水産費 313，764 
農 業 費 313，764 

衛 生 費 112，654 
保健衛生費 54，591 
清 掃 費 58，063 

;肖 防 費 103，643 

消 防 費 103.643 
議 バz企コ~ 費 52，897 

議 ぷヱ色ミ、 費 52，897 
労 働 費 697 

労 働 費 697 
商 コこ 費 8，719 

商 工 費 8.719 
災害復旧費 。

災害復旧費 O 
総 額 3，373，373 



土木費 総務 費 教育費 民生費 その他

98，320円 72，562円 30，117円 21，545円 69，599円

野j参ゑ事事国さ3

町民1人当りにかかるお金 292，143円

町民T人当りの町税 185，776円

円千4
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可
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公債費
2億1，128万 9千円
(6.3%) 

固定資産税 |町民税|電気税|町疋ぱこ消費税 |その他
91，006円 I75，444円 I12，855円 I5，532円 939円

歳出

老人保健特別会計
(単位:千円)

歳 出 歳 入

科 目 ノz、- 額 手ヰ 目 金 額

医 療 諸 費 288，944 支 払基金交付金 212.851 
支払基金交付金 212.851 

医療諸費 288，944 国庫 支 出金 60.575 

諸 支 出 金 16 
国庫負担金 60.575 

繰 入 金 19，300 

償 還 金 16 一般会計繰入金 19，300 
県 支 出 金 15，132 

総 務 費 179 県負 担 金 15，132 

総務管理費 179 
繰 越 金 60 

繰 越 金 60 

予' 備 費 O 諸 収 入 70 
雑 入 70 

予 備 費 O 延滞金及加算金 O 

車窓 額 289，139 
預金利子 O 

書頁 307，988 

下水道事業特別会計
(単位 千円)

歳 出 歳 入

手キ 目 金 額 手ヰ 目 金 客買

総 務 費 5，847 国 庫 支 出 金 25，000 

総 務 管理費 5，847 国庫補助金 25，000 
下水道事業費 97，167 

繰 入 金 35，644 
流域下水道費 23，200 

諸 時文 入 O 
公共下水道費 73，967 

雑 入 O 
予 イ庸 費 O 

0:、 イ責 費 O 町 イ責 42，400 

総 害頁 103，014 需主 客員 103，044 

渇水対策事業特別会計
(単 位 千 円)

歳 出 歳 入

科 目 金 客買 手ヰ 目 金 客買

渇水対策費 16，935 諸 収 入 6，982 

渇水対策費 16，935 雑 入 6，982 

繰 越 金 2.427 
予 イ庸 費 O 

繰 越 金
予

2，427 
イ庸 費 O 寄 付 金 9，800 

。υ，公b 害貢 16，935 」 総 客員 19，209 

教育費
3億4，776万 1千円
(10.3%) 

国民健康保険特別会計
(単位:千円}

歳 出 歳 入

科 目 金 額 手ヰ 目 金 額

保 健 給 付 費 293，020 国 庫 支 出 金 166，770 

療 養 諸 費 266，447 国庫負担金 146.750 

高額療養費 21，021 国庫補助金 20.020 

助 産 費 4，940 国民健康保険税 216，00，0 
葬 祭 費 612 

国民健康保険税 216，006 
老人保健拠出金 101.715 

繰 越 金 44，016 
老人保健拠出費 101. 715 

繰 越 金 44.016 
務 費 11，999 

総務管理費 10，958 
療養給付費交付金 35，757 

徴 税 費 933 
療養給付費交付金 35，757 

趣旨普及費 O 諸 収 入 4，785 

運営協議会費 108 預 金 手リ 子 1.376 

諸 支 出 金 7，392 雑 入 3，409 

償還金及還付償還金 7，392 延滞金加算金及過料 O 

延 I帯 金 O 県 支 出 金 1，282 

繰 出 金 。
県 宇南 助 金 1，282 

保 健 施 設 費 2，458 分担金及負担金 250 

保健施設費 2，458 
負 担 金 250 

共同事業拠出金 3，250 
使用料及手数料 144 

共同事業拠出金 3，250 
手 数 料 144 

基 金 ネ賓 jL 金 3，874 
金

基 金積立金 3，874 
繰 入 O 

公 イ責 費 O 
他会計繰入金 O 

公 イ責 費 O 
基金繰入金 O 

予 イ庸 費 O 共同事業交付金 2，744 

予 イ蒲 費 O 共同事業交付金 2，744 

主主 額 423，708 I年I't公c' 額 471，754 



窓
甲
サ

I
ビ
ース
事
務
能
率
の
向
上
を
図
る

住
民
課
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
ヘ
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m
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ロ
月

1
日
か
ら
稼
動

v
t爪
v
t
m
V古
川

v
t
m
V古
川

住
民
基
本
台
帳
制
度
に
基
づ
く
町
民

の
方
々
の
記
録
処
理
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

化
さ
れ
、
十
二
月

一
日
か
ら
稼
動
し
ま

す。
こ
れ
は
、
現
在
行

っ
て
い
る
事
務
処

理
の
効
率
化
を
進
め
、
町
民
サ
ー
ビ

ス

の
向
上
に
役
立
て
る
と
共
に
、
役
場
の

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
有
効
に
生
か
す
た

め
に
行
わ
れ
ま
す
。

十
二
月
か
ら
は
、
記
録
処
理
が
こ
れ

ま
で
の
手
作
業
か
ら
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に

直
接
入
出
力
き
れ
、
直
ち
に
各
種
の
事

務
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
印
鑑
登
録
証
明
も
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
処
理
に
変
更
さ

れ
、
住
民
記
録
と
連
動
し
た
形
と
な
り

ま
す
。

(各
種
の
証
明
の
た
め
に
住
民
票

が
必
要
と
な

っ
た
場
合
の
手
続
き
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
)

「
将
来
は
福
祉
・
教
育
の
分
野
へ
も
」

将
来
的
に
は
今
回
の
住
民
記
録
と
印

鑑
登
録
証
明
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
・
税
務
福

祉
、
教
‘
育
な
ど
の
分
野
へ
も
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
利
用
を
進
め
住
民
情
報
と
し
て
一

括
し
て
処
理
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
導
入
に
あ
た
り
町
民

の
皆
様
方
に
は
住
民
実
態
調
査

へ
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
何
か
お
尋
ね
の
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
役
場
住
民
課
(
宮
万

1
2

1
1
1
内
線

M
-

、二
間

せ
く
だ
さ
、

ED 
鑑
Ja己

i警護
塁手
ア帳
にカマ

印
鑑
登
録
替
え
に
~

0000001 

企印鑑登録手帳が債をあしらった磁気カード

となります。切替え手続きはお早めに。

手
続
き
は
+
二
月
一
日
か
ら
六
十
四
年

五
月
三
十
一
日
ま
で
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
に
よ
り
印
鑑
登

録
手
帳
が
磁
気
カ
ー
ド
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
す
で
に
印
鑑
登
録
を
し
て

い
る
方
で
引
き
続
き
登
録
の
必
要
な
方

は
印
鑑
登
録
替
え
の
手
続
き
を
十
二
月

一
日
か
ら
昭
和
六
十
四
年
五
月
三
十
一

日
ま
で
に
住
民
課
の
窓
口
で
行

っ
て
く

だ
さ
い
。

(
土
曜
日
は
窓
口
が
混
雑
し
ま

す
の
で
平
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

)

ま
た
、
印
鑑
登
録
替
え
を
下
記
の
日

程
に
よ
り
地
区
別
に
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
印
鑑
登
録
を
す
ぐ
に
必
要
と

す
る
方
は
、
地
区
別
日
程
に
か
か
わ
ら

ず
随
時
受
付
け
い
た
し
ま
す
。

「
持
参
す
る
も
の
」

①
登
録
し
て
あ
る
印
鑑

(登
録
し
た
い

印
鑑
)

②
印
鑑
登
録
手
帳

③
代
理
人
手
続
き
の
場
合
は
「
代
理
人

選
任
届
」
が
必
要
で
す

(
用
紙
は
住

民
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
)
な
お
即
日

交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

十
二
月
一
日
以
降
新
規
に
登
録
さ
れ
る

方
は

(本
人
手
続
き
の
場
合
で
受
付
け

で
本
人
確
認
が
で
き
る
時
)

①
登
録
し
よ
う
と
す
る
印
鑑

(一

辺
の

長
さ
が
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
二

十
五
ミ
げ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
正
方
形

に
納
ま
る
も
の

)

②
官
公
署
の
発
行
し
た
免
許
証
、
許
可

証
等
本
人
確
認
の

で
き
る
も
の
、
外

国
人
登
録
証
明
書
、
保
証
人
の
登
録

印
を
押
印
し
た
印
鑑
登
録
申
請
書

※
本
人
確
認
の
出
来
な
い
場
合
ま
た
代

理
人
手
続
き
の
場
合
は
、
即
日
交
付

で
き
ま
せ
ん
。

「
印
鑑
登
録
証
明
書
を
と
る
時
は
」

印
鑑
登
録
替
え
を
し
登
録
証
を
受
領

し
た
方
は
登
録
証
明
書
交
付
申
請
書
に

印
鑑
登
録
証

(磁
気
カ
ー
ド
)
を
添
え

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い

(登
録
印
鑑
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
)
代
理
人
に
依
頼
す

る
場
合
で
も
手
続
き
は
同
じ
で
す
。

こ

の
場
合
代
理
人
選
任
届
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
昭
和
六
十
四
年
五
月
三
十
一

日
ま
で
は
旧
印
鑑
登
録
手
帳
で
も
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
の
場
合

代
理
人
に
よ
る
申
請
は
従
来
ど
お
り
「
代

理
人
選
任
届
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

63. 11.1④ 広報しよろわ

期
間
中
(
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
一

日
l
昭
和
六
十
四
年
五
月
三
十
一
日
)

に
印
鑑
登
録
替
え
が
な
さ
れ
な
い
場
合

は
、
登
録
し
て
あ
る
印
鑑
登
録
は
無
効

と
な
り
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
役
場
住
民
課

(
岱
万
・

2
1
1
1
内
線

μ
・
お
・
臼

)
ま
で

印
鑑
登
録
替
え
地
区
別
日
程
表

上上 河飯築 紙河 押 西清西西
河 地 j鹿東 条水条 条 地
東河

名区新 阿中 新 新 二 一
一
区東西喰居 原 島 越 田居区区

十 十 十
十 一 一 一

一 一 日
月 十 月 月

月 1十 二 j 十 十 ¥ -
一 九 月 一 日一 一
十 日 十 日 月 不呈
四 七 十
日 日 日



住|

民l
課1

2 
広倍
さの

/ 

都
市
開
発
課
は
2
階
ヘ
配
置

オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
!
の
導
入

に
よ
り
、
十
月
十
七
日
か
ら
、
都
市
開

発
課
が
別
図
の
よ
う
に
二
階
大
会
議
室

の
隣
り
に
移
動
と
な
り
ま
し
た
。

事
務
の
能
率
と
改
善
を
は
か
る
た
め

住
民
課
の
窓
口
は
、
従
来
の

2
倍
の
明

る
い
広
い
ス
ペ

ー
ス
で
、
皆
さ
ん
を
お

迎
え
し
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
と

め
て
い
ま
す
。

〔
役
場
庁
舎
内
各
課
配
置
図
〕

(
川
月
げ
日
現
在
)

く1 階〉

階
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ふ
れ
あ
い
の
夕
べ
豪叩

ひ
ざ
を
受
え
て
ふ
る
さ
と
を
語
る
{
)

V知事とひざを交え、身近な問題について

活発な話し合いが続けられました。

昭
和
町
の
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
こ
れ

か
ら
の
県
政
に
反
映
さ
せ
て
い
こ
う
と

九
月
五
日
、
知
事
と
の
対
話
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

望
月
知
事
は
、
こ
の
日
午
後
四
時
半

頃
役
場
に
到
着
。
職
員
に
向
け
て
挨
拶

し
た
後
、
昭
和
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
「
コ

ス
モ
ス
街
道
」
や
町
源
氏
ホ
タ
ル
飼
育

の
視
察
、
町
栄
養
改
善
推
進
員
と
の
会

食
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
望
月
知
事

は
河
西
さ
っ
き
会
と
飯
喰
花
の
会
の
皆

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
草
取
り
や
コ
ス
モ

ス
の
手
入
れ
を
し
た
り
、
蛍
愛
護
会
員

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
幼
虫
を
観
察
し

た
り
、
行
く
先
々
で
時
間
オ
ー
バ
ー
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
食
で
は
町
栄

養
改
善
推
進
員
の
皆
き
ん
が
真
心
予
」
め

て
作
っ
た
料
理
を
囲
み
、
雑
談
を
交
え

て
の
夕
食
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
町
総
合
会
館
で
対
話
集
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
青
空
と
緑
と
産
業

の
ま
ち
昭
和
町
を
語
ろ
う
」
と
題
し
た

こ
の
集
会
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
約
二

百
人
が
出
席
。
泉
町
長
が
座
長
と
な
り

多
方
面
に
わ
た
り
、
数
多
く
の
問
題
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

常
永
川
の
管
理
道
路
の
利
用
、
河
床
し

ゅ
ん
せ
つ
問
題
、
県
営
住
宅
の
環
境
問

題
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
i

の
誘
致
・

路
線
問
題
、
飯
喰
地
内
の
宅
地
開
発
問

題
、
昭
和
バ
イ
パ
ス
・
県
道
布
施
竜
王

線
の
歩
道
整
備
要
望
、
玉
川
団
地
の
下

水
管
理
問
題
、
県
立
ホ

i
ル
・
総
合
セ

ン
タ
ー
の
建
設
要
望
な
ど
活
発
な
意
見
・

要
望
が
出
き
れ
ま
し
た
。
望
月
知
事
は
、

こ
れ
ら

一
つ
ひ
と
つ
の
問
題
に
丁
寧
に

回
答
し
、
予
定
時
間
を
越
え
る
熱
心
な

対
話
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

'Yrコスモス街道Jについて説明を受ける望月知事。

この後 「河西さっき会Jr飯喰花の会」の皆さんと

いっ しょに コスモスの手入れが行われました。

す~盤整S



昭
和
お
年
ヘ
タ
イ
ム
• 

町
記
録
峡
昌

が
完
成

皆
き
ん
。
昭
和
町
が
ま
だ
村
だ
っ
た

頃
の
様
子
を
見
て
み
た
い
と
は
思
い
ま

せ
ん
か
?
こ
の
ほ
ど
、
町
中
央
公
民

館
で
本
町
(
昭
和
四
十
六
年
四
月
町
制

施
行
)
の
昭
和
二
十
六
年
か
ら
三
十
二

年
ま
で
の
様
子
が
記
録
さ
れ
た
フ
ィ
ル

ム
が
見
付
か
り
ま
し
た。

町
教
育
委
員
会
で
は
、
二
十
一
世
紀

に
向
け
て
活
力
あ
る

「
田
園
都
市
・
昭

和
町
」
を
築
く
た
め
の
今
後
の
資
料
と

し
て
、
こ
の
フ
ィ
ル
ム
を
再
製
し
「
の

び
ゆ
く
昭
和
村
」
と
題
し
た
記
録
映
画

を
製
作
し
ま
し
た
。

映
画
は
、
村
の
風
景
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
養
蚕
農
家
、
米
の
出
荷
、
地
方
病

撲
滅
、
秋
季
大
運
動
会
、
昭
和
三
十
二

年
の
押
原
プ

l
ル
の
竣
工
式
な
ど
村
の

様
子
や
懐
か
し
い
人
達
の
顔
が
数
多
く

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
高
齢
者
学
級
な
ど
で
活
用
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
映
画
と
現
在
の
本

町
の
記
録
映
画
を
セ

ッ
ト
に
し
て
地
域

で
の
会
合
や
各
種
団
体
な
ど
に
も
無
料

で
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
フ
ィ

ル
ム
は
、
十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
・
べ
l

タ・

V
H
S
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
多

数
の
購
入
希
望
者
が
あ
る
よ
う
で
し
た

ら、

個
人
販
売
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

き
っ
と
皆
さ
ん
の
知
っ
て
い
る
懐
か

し
い
光
景
が
映
し
出
さ
れ
、
子
供
た
ち

に
と
っ
て
は
新
鮮
な
驚
き
を
与
え
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、

町
教
育
委
員
会
(
包
万

|

3
7
3
7
)
ま
で
お
尋
ね
く
だ
き
い
。

押
原
ミ
ド
ル
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

九
月
十
一
・
十
五
・
十
八
日
の
三
日
間

に
わ
た
り
行
わ
れ
た
第
十
回
県
サ
ッ
カ

ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
(
中
学
生
の
部
)

選
手
権
大
会
で
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し

た

し
た
。
決
勝
戦
で
は
、

一
宮
と
対
戦
。

一
点
を
争
う
好
ゲ
ー
ム
と
な
り
、
延
長

で
も
決
着
が
つ
か
ず
、
熱
戦
の
末
、
優

勝
を
分
け
合
い
ま
し
た
。

中
込
監
督
は
「
三
年
生
最
後
の
大
会

と
い
う
こ
と
で
自
由
に
の
び
の
び
プ
レ

ー
で
き
た
の
が
勝
因
。
ま
た
、
昭
和
の

サ
ッ
カ
ー
の
勝
利
で
も
あ
る
」
と
話
し
、

ま
た
主
将
の
窪
田
英
史
君
は
「
中
学
生

最
後
の
大
会
で
し
た
。
勉
強
も
忙
し
い

中
、
練
習
を
が
ん
ば
っ
て
優
勝
で
終
わ

れ
て
ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た
で
す
」
と

力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

企 3年生にとっては最後の大会を優勝

で飾った押原ミドルサッカークラブ。

押 押
マ ママ
準原 3 原 2
々回回
決 9戦 2戦
勝 。。

南

浅
川
中

城

十甲

2 

o 2 
I I 
o 0 

0 

原
マ
準
決
勝

押

2 

(ハハリ
)
1

原
マ
決
勝

。
。

。
。

延

長

押

原、

。

。
。
。

。
。

63.11.1⑥ 広報しよろわ

A[準決勝田富戦】

相手ディフェンスをかわし懸命

にシュー卜する押原、今枝君。

甲
府
北

田

-邑宮



弘
、

今

月

の

十

三

日

目

カ

ハ

目

的

ま

で
の
四
日
間
、
「
ひ
か
る
汗
む
す
ぶ
友

情
ひ
ろ
が
る
未
来
」
を
テ

l
マ
に
第

一
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
祭
が
、
甲
府
市
を
中
心
に
十
七
市

町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
会
式
は
十
三
日
の
午
前
九
時
半
か

ら
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場
で

行
わ
・
れ
ま
す
。
ま
た
、
公
園
内
に
は
ふ

本
町
か
ら
は
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
出

場
1

1

1

1

1

1

1

1

l

i
-

-
-
I
l-

-

本
町
か
ら
は
、
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

田
中

一
永
氏
、
高
野
公
介
氏
、
雨
宮
範

雄
氏
の
三
名
が
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の

部
に
出
場
し
ま
す
。

十
一
月
十
四
・
十
五
日
に
増
穂
町
殿

原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
競
技
さ
れ
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す

0

・
ス
ポ
レ
ク
祭
に
関
す
る
お
間
合
わ
せ

は
、
第
一
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ

ン
祭
山
梨
県
実
行
委
員
会
事

務
局
(
岱
幻
1
1
1
1
1
内
線
3

5

6

5
)
ま
で
。

式
典
の
見
ど

こ
ろ
I
li
-
-i

l

-
祭
典
旗
を
持
っ
た
武
田

島

裕

拍

が
威
風
堂
々
と
入
場
し
、

武
与
一

十
四
h

，

将
の
手
で
祭
典
旗
が
掲
揚
吉
凶
他
ま
す
。

4

・
富
士
山
山
頂
で
採
火
き
削

L
J域

セ
ス
ナ
機
で
運
ば
れ
、
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ

ン
グ
に
よ
り
フ
ィ
ー
ル
ド
に
降
ろ
さ
れ

ま
す
。

-
そ
の
聖
火
は
、
三
世
代
の
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
に
よ

っ
て
リ
レ
ー
さ
れ
、
聖
火
台

に
点
火
さ
れ
ま
す
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
に
住
む

女
性
を
対
象
に
八
月
か
ら
九
月
ま
で
の

5
回
に
わ
た
っ
て
町
民
体
育
館
で
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
婦
人
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。

教
室
に
は
四
十
人
が
参
加
。
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
で
準
備
運
動
を
行
っ
た
後
、

ジ
ャ
ズ
ボ
ク
シ
ン
グ
体
操
や
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
な
ど
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
終
了

後
は
、
メ
デ
ィ
シ
ン
・
ボ
ー
ル
と
呼
ば

れ
る
重
き
四
J

の
ボ

l
ル
を
使
い
体
を

E
急

.

.
 タ
hw

・岡、，
s
q

・-園、，
J・4

】
純

句
Z

湖、宮川
1mつ鰍

マ
ッ
サ
ー
ジ
し、

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
思
い
き
り
体
を
動
か
せ
、
い
い
汗
が

流
せ
ま
し
た
」
「
み
ん
な
で
楽
し
く
運
動

が
で
き
ま
し
た
。
少
し
で
も
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
な
か
な
か

の
評
判
で
し
た
。

体
を
も
み
ほ
ぐ
し
ま

11月19日出・ 20日(日)・ 21日明)

総合会館・中央公民館

・短歌、川柳、俳句、写真、絵画、書道、盆栽な

どの展示発表

・囲碁・将棋大会、ダンスパーティ、詩吟の夕べ

・七宝焼、版画、手工芸、華道、茶道などの体験

コーナー

・ライブマンと写真を撮ろうノ ほか

・民踊、民謡、大正琴、コーラスなど

・講師
おばまこれひと

NHK解説委員 小浜雅人氏

〔テーマ〕今、何が問題とされているか

・この他にも、抹茶、甘酒、おでんな

どのコーナーが設けられています。

日

所

展

.芸能発表会

文化だ、
事 芸術だグ
24文化展，芸能発表会
旦 文化講演会開催

@開催

.場
・文 化

.A.重さ 4キロのメデイシン・ボールで体を

マッサージする参加者の皆さん。工夫を

凝らしたトレーニングで運動不足を解消。

町教育委員会(ft75-3737)まで

広報しよろわ⑦ 63.11.1 
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企 「高校生になっても珠算を続けた い」

なおき

保坂尚樹くん(15才)

(上河東二区)

珠
算
で
全
国
大
会
を
目
指
す
グ

今
回
は
、
九
月
十
五
日
に
甲
府

商
工
会
議
所
で
行
わ
れ
た
第
十
四

回
県
珠
算
選
手
権
大
会
読
み
上
げ

暗
算
(中
学
生
の
部
)
で
優
勝
し
た

押
原
中
学
校
三
年
生
の
保
坂
尚
樹

君
を
紹
介
し
ま
す
。

亭ヨ~W掴国

小
学
校
二
年
生
の
時
、
近
所
に

珠
算
塾
が
で
き
た
こ
と
か
ら
珠
算

に
興
味
を
持
ち
、
習
い
初
め
た
と

い
う
尚
樹
君
。
大
会
で
は
「
優
勝

で
き
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
は
、
全
体
的
に
レ
ベ
ル
が
低

w 
コ
ゐ

・作り方 ¥.'1" "' 口
① 生しいたけは、軸を切りとり、笠を軽くたたいてふき ~ふ

んで拭いておきます。 口
② 鶏ひき肉、ネギ、ショーガのみじん切り、とき 卵、塩、倫

ごま油、酒、しょうゆ 、こし ょう、かたくり粉大きじ1泌 「ニ7

を合せよく練ります。 =ご
③ しいたけの笠の内側に、残りのかたくり粉をつけ②の 化主主

計小高仰せて押えます。 口
④ シューマイの皮をせん切りして、③にのせ強火で10分窃

問蒸して出来上ります。

⑤ 器にサラダ菜を敷き、刻みパセリを④の上にのせる。

栄養改善推進員

池田孝子さん

(河西)

-卵…半個

・ショー力、、一.1かけら

・こ しょう…少々

・かたくり粉・一大きじ 3

・サラダ菜、パセリ…少々

圃材料 (4人分)一一

・生しいたけ・・・12枚

・鶏ササミひき肉・・・200g

・シューマイの皮ー・12枚

・ネギ・一 1本

・塩、酒、ごま油、

しょうゆ…各小きじ 1

か
っ
た
の
で
意
外
で
し
た
。
ま
た
、

友
人
と
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
の
で
会

場
の
雰
囲
気
に
も
慣
れ
、
緊
張
せ

ず
に
で
き
た
の
も
よ
か
っ
た
で
す
」

と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
尚
樹
君
は
、
小
学
校
六
年
生

の
時
に
も
総
合
で
準
優
勝
し
た
こ

と
も
あ
り
、
全
国
大
会
の
予
選
や

そ
ろ
ば
ん
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
で
も

何
回
か
入
賞
し
た
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
。
練
習
は
、
珠
算
塾
で
週

三
回

一
時
間
か
ら
二
時
間
く
ら
い

す
る
ほ
か
、
家
で
も
練
習
す
る
そ

う
で
す
。

「昨
年
、
な
ん
と
か
初
段
が
取

れ
ま
し
た
」
と
笑
い
な
が
ら
話
す

尚
樹
君
。
「
高
校
生
に
な
っ
て
も
珠

算
を
続
け
、
全
国
大
会
へ
出
場
し

て
み
た
い
」
と
意
欲
満
々
。
そ
ん

な
尚
樹
君
を
担
任
の
高
橋
光
明
先

生
は

「
明
朗
活
発
で
、
人
の
面
倒

見
の
良
い
生
徒
で
す
。
授
業
で
も

常
に
興
味
関
心
を
示
し
、

向
上
心

を
持
っ
た
生
徒
で
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
小
さ
い
頃
か
ら
数
字
に

な
じ
め
、
計
算
も
速
く
な
っ
た
と

い
う
尚
樹
君
。
学
校
で
は
、
生
徒

会
副
会
長
を
務
め
る
ほ
か
、
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
に
も
所
属
す
る
ス
ポ

ー
ツ
マ
ン
。

こ
れ
か
ら
も
、
珠
算

を
勉
強
し
て
全
国
大
会
目
指
し
て

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

砂
低
カ
ロ
リ
ー
で
お
年
寄
り
に
も

美
味
し
く
召
上
が
れ
ま
す
。

「一一一一一一一一

こ
う
ほ
う
俳
句

タ
晴
れ
や
来
光
ら
也
て
女
郎
防
・
啄

缶
詰
使
卒
寿
生
き
扱
き
泉
レ
便
リ

患
の
自
負
う
す
る
る
は
何
梨
を
利
く

韮
咲
く
や
い
た
わ
り
ゐ
け
て
寂
引
い
て

タ
婦
に
釣
人

A

人
主
だ
居
り
ぬ

長
の
秋
お
お
り
つ
く
レ
て
美
術
館

秋
た
け
レ
場
の
生
活
慣
れ
レ
頃

看
護
持
の
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
や
安
片
品

杭
持
さ
げ
持
品
哨
の

PAM
虫
ゐ

安
鳴
い
て
る
碑
の
移
転
清
め
式

ひ
た
え
る
瀬
戸
へ
瀬

P
ヘ
ヒ
扶
ゆ
る
る

タ
月
や
暑
の
久
橋
瀬
、

P
の
海

秋
め
く
や
命
鷺
影
を
為
レ
州
、
ふ

唆
下
貌
レ
子
の
宿
題
の
釘
を
打
つ

子
育
て
も
馴
れ
て
柿
の
実
色
づ
き
ぬ

白
扶
を
守
み
レ
人
の
忌
も
近
く

高
野

じ
ゃ
ん
け
ん
の
手
が
灯
を
あ
つ
め
秋
祭

こ
ほ
ろ
ぎ
の
声
に
歩
き
て
句
・
互
に
泉
レ

朝
涼
や
産
禅
漆
4
a
d
て
粥
拾
う

寺
崎
怜
百
日
草
の
け
よ
よ
法
レ

あ
ピ
追
ひ
て
注
く
子
葺
き
来
レ
虫
館
す
だ
く

秋
ぶ
子
を
娩
き
つ
つ
・
汀
女
の
朴
報
開
く

秋
?
夜
の
水
使
う
青
い
つ
ま
で
も

は
に
か
み
も
馴
れ
る
ピ
味
ゐ
秋
日
和

井
上
遣
さ
江

磯

部
伊

藤
小
沢
百
令
子

長
岨
そ
の
子

河叫叫
興
る
さ
急
代

内
藤
ふ
く
次

中
津

松
岡

集
後

春
J工

63.11.1⑧ 広報しよろわ
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母
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久
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静
代

満
子

4じ
枝



(
父
)
克
之
助

(
母
)
喜
久
江

西

愛ちゃん

17生

河

j青水
S63.2 

砂
名
前
の
由
来
丈
夫
で
、
明
る
く
、
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
よ

う
に
と
パ
パ
が
名
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

(
父
)
幸

(
母
)
利
香

西条一区

保坂充くん
S62.11.30生

hv
名
前
の
由
来
充
実
し
た
人
生
を
送
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い

か
ら
名
付
け
ま
し
た
。

(
父
)
慎
一
郎

(
母
)
昌
子

西条一区

山本千草ちゃん
S63. 1 . 7生

hv
名
前
の
由
来
謡
曲
を
や
っ
て
い
る
伯
母
が
、
力
強
く
成
長

す
る
様
に
と
い
う
こ
と
で
名
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

す
こ
や
か

通

信

よ
り
よ
い
親
に

な
る
た
め
に

ζ 
〈
ト
イ
レ
ッ
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〉

①

「
お
母
さ
ん
オ

ム
ツ
を
し
て
」
と

わ
ざ
わ
ざ
オ
ム
ツ

を
し
て
ウ
ン
チ
を
し
ま
す
。

②

と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
し
て
し
ま
っ
て
か

ら
報
告
。
こ
の
連
続
で

3
か
月
で
す
。

お
こ
っ
て
ト
イ
レ
に
い
く
ニ
と
を
約
束

さ
せ
る
の
で
す
が
、
あ
い
変
わ
ら
ず
・
:
。

ト
イ
レ
ッ
ト
・

-
崎
町
」

4

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は

」
4

実
は
生
ま
れ
て
す

ぐ
か
ら
準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

と
言
う
の
は
、
赤
ち
ゃ
ん
は
オ
シ
ッ

コ

や
ウ
ン
チ
が
出
て
オ
ム
ツ
が
ぬ
れ
た
と

き
に
感
じ
る
冷
た
き
ゃ
不
快
感
で
泣
き

ま
す
。
泣

い
て
お
母
き
ん
に
訴
え
、
き

れ
い
に
し
て
も
ら
っ
て
、

つ
い
で
に
あ

や
し
て
も
ら
っ
て
、
す
っ
か
り
快
い
気

分
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
不
快
を

感
じ
た
ら
泣
い
て
知
ら
せ
る
こ
と
が
、

す
な
わ
ち
ト
イ
レ
ッ
ト
・
ト
レ
ー

ニ
ン

グ
の
準
備
段
階
で
あ
り
、
出
た
あ
と
に

泣
く
か
わ
り
に
言
葉
や
身
ぶ
り
で
知
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
が
、

第
一
段
階
で
す
。

どこ

次
に
、
便
意
を
感
じ
た
と
き
に
先
に

知
ら
せ
る
段
階
が
き
ま
す
。
そ
し
て、

お
ま
る
や
、
ト
イ
レ
な
ど
の
決
め
ら
れ

た
場
所
で
ひ
と
り
で
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
が
、
仕
上
が
り
の
段
階
で
す
。

た
い
て
い
は
、
オ
ム
ツ
を
は
ず
し
た

と
た
ん
に
ト
イ
レ
で
で
き
る
よ
う
に
な

る
わ
け
で
は
な
く
て
自
然
な
形
で
右
記

の
よ
う
な
段
階
を
踏
ん
で
し
つ
け
ら
れ

ま
す
。
そ
の
場
合
、
も
っ

と
も
大
事
な

の
は
、
失
敗
し
た
と
き
に
叱
っ
て
、
罪

悪
感
を
抱
く
よ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
、

注
意
す
る
こ
と
で
す
。
比
ら
れ
る
と
、

ト
イ
レ
が
い

や
に
な
っ
た
り
、
か
く
れ

て
パ
ン
ツ
の
中
に
し
た
り
、
オ
ム
ツ
の

中
で
し
て
も
叱
ら
れ
な
か

っ
た
赤
ち
ゃ

ん
時
代
に
も
ど
り
た
く
て
、
無
意
識
に

オ
ム
ツ
を
要
求
し
た
り
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

す
で
に
そ
う
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

あ
せ
ら
ず
、
一
か
ら
や
り
な
お
す
気
持

で
段
階
を
ふ
ん
で
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

(
県
家
庭
教
育
資
料
よ
り
)

、.
a

a

v

 

H

n

 

…
昭
和
六
十
三
年
九
月
一
日
i
j

九
月

日

三
十
一
日
ま
で
の
届
出
(
敬
称
略
)

日

生

-v
…

保

護

者

地

区

日

武

久

西

条

二

区

日

英

次

西

条

二

区

・

仁

西

条

ニ

区

日

裕
二

押

越

日

勝

芳

河

東

中

島

日

俊

志

河

西

修

河

西

日

基

河

西

日

和

広

河

西

日

一

文

上

河
東
二
区

日

義

和

西

条

一

区

日

姻・
越

心

お
偽
官
金
口
。

‘' 出

氏

名

楼
井
明
日
香

野

中

円

井

出

泰

山

駒

井

裕

樹

佐
野

剛

依
田
小
百
合

一

瀬

拓

也

松

山

雄

亮

新
谷
綾
子
・
紗
織

小

俣

文

子

高

野

和

哉

〈
河小
住宮

山
恵匡
美弘

〉
押

‘' 婚

青少年の健全育成に対する理解と協力を図るだ

め、家庭¥学枝、地域との連携を深め¥積極的に

活動を推進しましよう。

.青少年の社会参加をすすめよう。

青少年に社会参加をすすめることは、社会での

ュ 連帯意識や目立山の向上|こつながります。地域社

会の場で青少年ガ個人や仲間と共に、スポーツ・

文化・ボランティ戸などの活動に参加するよう促

進していきましよう。 ミ

4砂地域環境づくりをすすめよう。 -

地域社会での生活の中で¥地域の子どもすべて

を我ガ子と同様に見守る運動や青少年の健全育成

を妨げる育害な環境をなくし、好ましい地域環境

三 をつくりだす運動など¥地域ぐるみの青少年育成

活動を展開していきましよう。

4・健全芯家庭づくりをすすめよう。

家庭は、青少年の人格形成の最も墓本的な役割

を果す場です

(憂しさや厳しさの調和のとれだ中で¥家庭生活

の充実に努ることが必要です。ま芝、親の養育態

度|ごついても再確認し¥強い親子のきずなをつく

りましよう。
昭和町青少年総合対策本部

青少年のための昭和町民会議

竹月は 『全国青少年健全

育成強調月間Jです。

広報 しよろわ⑨ 63.11.1 



おj

国
民
年
金
の
加
入

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

日
本
国
内
に
住
む
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
未
満
の
人
は
、
学
生
な
ど
を
除

い
て
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
手
続
き
は
、

①
第
一
号
被
保
険
者
(
農
林
漁
業
・
自

由
業
者
な
ど
)
は
役
場
で
。

②
第
二
号
被
保
険
者
(会
社
や
官
庁

に
お
勤
め
の
人
)
は
勤
務
先
で
。

③
第
三
号
被
保
険
者
(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
な
ど
)

は
役
場
で
。

ま
だ
手
続
き
の
行
わ
れ
て
い
な
い

方
は
、
早
急
に
役
場
住
民
課
国
民
年

金
係
に
届
出
て
く
だ
さ
い
。

就
学
時
健
康
診
断
に

つ
い
て

昭
和
六
十
四
年
度
小
学
校
入
学
該

当
児
宅
に
実
施
要
項
と
家
庭
環
境
調

査
表
保
健
調
査
票
を
配
付
い
た
し
ま

し
た
が
、
ま
だ
受
取
っ
て
い
な
い
家

庭
の
方
は
役
場
教
育
委
員
会
(
宮
内
1

3
7
3
7
)
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

hv ・
健
康
診
断
日
程

・
押
原
小
学
校

日

時

十

一
月
十
七
日

午
後
一
時

場

所

押

原

小

体

育

館

・
西
条
小
学
校

日

時

十

一
月
十
日

午
後
一

時

西
条
小
玄
関

場
所

厄年一万人検診と国保加入者の

「人間ドック」のお知らせ

成人病予防と壮年期からの健康管理のため、毎年厄年の者と

して、男女を問わず、 42才・ 52オ .62才の方を対象とした厄年

一万人検診と国民健康保険に加入の35才以上の方を対象にした

「人間ドック」を同時に実施します。この機会にぜひ受診してく

ださい。

・申込期限

・申込場所

11月7日まで

①厄年一万人検診役場厚生福祉課(総合会館内)

②国保「人間ド ック」 役場住民課

者①厄年一万人検診 42才、 52才、 62才

②国保「人間ド ック 35才以上の方

・自己負担金 5，000円内訳町負担 23，000円

自己負担 5，000円

(自己負担金は申込みと同時に納めてください)

・持参するもの印鑑

国民健康保険証(国保「人間ドック」を受ける方のみ)

日 11月15日(火)、 16日(水)、 17日(木)、 18日(金)

(希望の日に受診できます)

・受診機関甲府市飯田3-2-44

山梨厚生連健康管理センター

・お問合せ厚生福祉課 75-2111 内線50、54

住民課国保係75-2111 内線24、25

※なお定員になりしだい締切りますのでお早めにお申込みくだ

きい。

青
色
申
告
普
及

「
特
別
推
進
月
間
」

-
青
色
申
告
と
は

毎
日
の
収
入
や
経
費
な
ど
を
帳
簿

に
つ
け
、
そ
の
帳
簿
に
基
づ
い
て

正
確
に
所
得
や
税
額
を
計
算
し
、

青
色
の
申
告
書
で
申
告
す
る
制
度

で
す
。
こ
の
青
色
申
告
書
を
提
出

す
る
人
に
は
、
税
金
の
面
で
い
ろ

い
ろ
な
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す

0

・
青
色
申
告
の
特
典

青
色
申
告
に
は
、
白
色
申
告
で
は

認
め
ら
れ
て
い
な
い
多
く
の
特
典

が
あ
り
、
税
金
が
大
変
安
く
な
り

ま
す
。

-
記
帳
は
簡
単

現
金
出
納
簿
を
中
心
と
し
て
「
簡 定員80名

定員50名

象

幸会
開グ

-対

-検

j
刊
月
刊
日
ま
で

易
帳
簿
L

を
つ
け
れ
ば
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
初
め
て

の
方
で
も
簡
単
に
つ
け
ら
れ
ま
す

0

・
青
色
申
告
の
手
続
き

必
要
な
帳
簿
を
つ
け
る
と
と
も
に

「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
青
色

申
告
を
し
よ
う
と
す
る
年
の
三
月

十
五
日
ま
で
(新
た
に
事
業
を
始
め

た
と
き
は
、
始
め
た
日
か
ら
二
カ

月
以
内
)
に
税
務
署
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

-
青
色
申
告
に
つ
い
て
、
お
わ
か
り

に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら、

甲
府
税
務
署

(
岱
お
1
3
1

1
1
)
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

甲
府
刑
務
所
で
は
、
受
刑
者
の
製

作
し
た
商
品
の
展
示
即
売
会
を
行
い

ま
す
。

-
日
時

十
一
月
二
十
三
日
(水
)
午

前
九
時
か
ら
午
後
三
時
(
雨
天
決

行
)

-
場
所

甲
府
刑
務
所
広
場
(
駐
車

場
は
あ
り
ま
す
)

-
お
問
合
せ

甲
府
刑
務
所
作
業
課

(岱

4
1
8
3
1
1
)
ま
で
。

刑
務
作
業
製
昂
展
示
即
売
会

V
甲
府
刑
務
所
文
化
祭
企

*
今
月
の
「
家
庭
で
話
し
合
お
う
・

図
解
・
交
通
安
全
」
、
「
あ
な
た

を
狙
う
悪
徳
商
法
」
、
「
医
大
病

院
か
ら
健
康
メ
モ
」
は
、
休
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

労
働
保
険
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
?

労
働
保
険
と
は
、
失
業
者
の
生
活

安
定
と
再
就
職
の
た
め
の
雇
用
保
険

と
業
務
上
の
災
害
補
償
を
行
う
労
災

保
険
と
に
分
れ
て
い
ま
す
。

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
は
、
業
種
や
規
模
を
問
わ
ず
、

労
働
保
険
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
労
働
保
険
は
、
職
場

の
皆
き
ん
が
安
心
し
て
働
け
る
た
め

の
も
の
で
す
。
こ
の
制
度
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
未
手
続
の
事
業

生
の
方
は
至
急
手
続
き
を
し
ま
し
ょ

、「ノ
。詳

し
く
は
、

甲
府
公
共
職
業
安
定

所

認
1
6
0
6
0
)
ま
で。

旬
、
、
リ
映
写
機
な
ど
の
操
作
技

術
を
修
得
し
て
み
ま
せ
ん
か

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
で

は
、
十
六
ミリ
映
写
機
な
ど
の
操
作
技

術
講
習
会
を
左
記
に
よ
り
実
施
し
ま

す。-
日
時
十
一
月
十
六
日
附
・
十
七

日
嗣
午
前
八
時
五
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で

-
会
場
甲
府
市
南
公
民
館
(
甲
府

市
太
田
町
)

-
受
講
資
格
甲
府
市
・
竜
王
町
・

敷
島
町
・
玉
穂
町
・
昭
和
町
・
田

富
町
在
住
の
十
八
歳
以
上
の
方

・
募
集
人
員
約
四
十
名

-

費

用

一

人

一
、

0
0
0
円

(
一ア

キ
ス
ト
代
)

・
申
込
み
先
甲
府
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

(甲
府
市
太
田
町
叩

1

1

甲
府

市
立
図
書
館
内

g
n
1
6
2
4

4
)ま
で
。

※
な
お
、
受
講
す
る
方
は
ハ
サ
ミ
・

カ
ッ
タ
ー
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

[町内交通事故1
発生件数」

「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

=ー9月分
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乳 児 健 康 圭ロジ会 査 乳 児 整 耳ラ 外 科 模 霊ロ会タ

実施日 受付時間及ぴ地区 該 当 児 場所 実施日 11月30日制

受付時間午後 1時-1時30分
11月16日 午後 1時00分 ~ 昭和62年10月出生児。 場 所総合会館

付均
(押原地区)

昭和63年 1月出生児。 該当児昭和63年 7月 1日-8月31日までの出生児。
午後 1時30分~ 総合 持 ち 物 母 子 手 帳

11月17日
(常永地区)

昭和63年 4月出生児。
会館

午後 2時00分~
(柑 (西条地区) 昭和63年 7月出生児。

3 種 ミJtEuヨ 4E2コ』 予 防 接 手重
西条地区 西条一区西条二区 清水新居西条新田

押原地区 押越河東中島紙漉河原 日 時 11月22日(火) 午後 1時-2時

常永地区 築地新居飯喰河西上河 東 上 河 東二区
場 所総合会館

該当児 砂I期…昭和61年 3月 1日~昭和61年 8月31日ま

持ち物母子手帳・ 健 康保険証 ・印鑑・筆記用具 での出生児

※受付終了時間は、午後 2時30分ですのでご承知ください。 惨II期… I期 3回を完了して 1年から 1年 6か月

自子手帳受付及び一般健康相談日
以内の者

砂昭和60年 9月 1日~昭和61年 2月28日までの出

日 時 11月 1日閃・ 12日(土)・26日仕)
生児で未接種者

持ち物母子手帳・問診票
午前 9時-11時30分 〈注意事項〉

場 所 総 合 会 館 o体温がはかつてないと接種できません、体温は必ずはかつ
※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してくだきい。 てください。
妊娠証明書は必要ありません。 O問診票の記入もれや押印の忘れがないようにしてください。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、 O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。
栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま 〈つぎのような人は接種できません〉
すのでお気軽にお出かけくだきい。 1.発熱している者、または著しい栄養障害者。

秋期ポリオ生ワクチン投与
2.心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

3. はしか、 BCG接種 ・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内
。P

の者。
日 時 11月4日働午後 1時-2時

4. インフルエンザ予防接種後 2週間以内の者。
土曇 所総 合 会 館

該当児 +1 回目…昭和63年 2月 1日~昭和63年 7月31
5. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者。

日までの出生児。 普

.2 回目…昭和62年 8月 1日~昭和63年 1月31
日までの出生児。 J時

安 産 教
盆F 晶『

.昭和62年 8月 1日以前に生まれた子で4歳以下 マ宅参
の未投与者。

第 1 回 第 2 回
持ち物母子手帳・問診票

※追加投与…上記の実施日に投与できなかった幼児について
議 実施日 11月10日同 11月24日肘

追加投与を11月11日働午後 1時-1時30分まで 時間 午後 1時30分~

実施 します。 5祉 場 所 総合会館
〈注意事項〉 対象者 妊娠 5か月以降の妊婦
O体温は必ずはかつてきてください。

5長 持ち物 母子手帳・体操のできる服装・テキスト代300円
O問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにしてください。

O投与を受ける子の健康状態がわかる人がおつれくださ い。

〈つぎのような人は投与できません〉

1.現在下痢をしている人、 または発熱している人。

不 用 犬 猫 収 集 日2. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。

3. はしか、BCG接種を受けてから 1か月以内の人。
民援 時 11月25日働午前10時20分-10時25分4. 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。 日

士曇 所総合会館前

歳 児 歯 科 横 吾ロタ~ ※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてくだきい。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

実施日 11月15日(刈
受iぷぁ建診4語券告審

り封をしてください。

受付時間午後 1時-1時30分 〈犬をお飼いのみなさまへ〉

場 所総 合 会 館 最近、犬の放 し飼いによる苦情が多く寄せられています。

該当児昭和61年 8月 1日-11月30日までの出生児。
ぷ決

犬は必ずクサリなどでつないで飼いましょう。

持ち物 母子手帳 ・歯についての質問票・ 毎日使っている
常饗磐司hコップと歯ブラシ

歳 か月児健康 診査 タ 献血にご協力く ださい

実施日 11月29日ω 輸血用血液の確保は人聞の生命を守る重要な仕事ですが、

受付時間午後 1時-2時 ‘内謹 これを達成するためには、みなさんの協力が必要です。

土暴 所総 合 会 館 日 時 11月4日制午前 9時30分~午後 3時30分
該当児昭和62年 3月 1日~昭和62年 5月31日までの出生 ※ただし、 11時30分-12時30分までは受付を休ませ

児、及ぴ前回未受診児 ていただき ますのでご了承ください。

持ち物母子手帳・ 1歳 6か月児健康質問票
説

場 所総合会館前

⑪ 63.11.1 広報しよろわ



砂舎月の故事・ことわざ‘
がく も ん ちかみち

学問に近道なし
学問というものは、一足とびに手軽に身lこつけ

る方法はない。 JI慎序を追い系統だてて積み重ねて

学ぶべきものだという教え。

川ゐ一
川よ一

川

一V
U
)
一

川笹
川
周一

川町
H
U山

川
町

H
U川

H
議

〉
ノ
『
協
約
制

川

出
品

8

F

j

h

姐
川

8

川

16ミリ映写機講習会(10P参照)
心配ごと相談(総合会館午後 1時-)
行政相談 (中央公民館午後 1時-)
乳児健康診査(総合会館)

押原小就学時健康診断(10P参照)

乳児健康診査(総合会館)

入浴サービス(総合会館午後 1時-)
交通事故出張相談(竜王町中部公民
館午前10時~午後 3時)

第24回文化展・芸能発表会・文化講
演会('"'"'21目、 7P参照)

3種混合予防接種(総合会館)

刑務作業製品展示即売会(10P参照)

安産教室(総合会館)

不用犬猫収集日 (総合会館)

リハビリ教室(総合会館)
母子手帳交付及び一般健康相談日

(総合会館)
押中強歩大会

1歳 6ヶ月児健康診査(総合会館)

心配ごと相談(総合会館午後 1時-)
乳児整形外科検診(総合会館)

青色申告普及特別推進月間("'15日、10P参照)
全国青少年健全育成強調月間(9P参照)
母子手帳交付及び一般健康相談日(総合会館) 16 

17 
心配ごと相談(総合会館午後 1時-)
行政相談(中央公民館午後 1時 -)

18 
ムf
A

A
ロ総

照
与

参
投

P
ン

ー
チ

鮒
町

会
円

合
わ

公
ゆ
ー

は
リ
ボ

血
期
)

献
秋
館 19 (金融機 ) 

20県民の日

最低賃金周知旬間
(-30日)21 

バ4
ウンヨ日ンビ

雪
イ
ク

小

ハ

一

nJι 
nJι 

厄年一方人検診と国保加入者の人間
ドック申込締切り日 (10P参照)

23 ~勤労感謝

24 
心配ごと相談(総合会館午後 1時-)

25ノ¥イビジョンの日西条小就学時健康診断(10P参照)
安産教室(総合会館)

秋の全国火災予防
運動(-12月2日)
三の酉26 

入浴サービス (総合会館午後 1時-)

リハビリ教室(総合会館)
母子手帳交付及び一般健康相談日

(総合会館)
27 
28税関記念日やまなしスポレク'88('"'"' 16日、7P参

照)

29 
厄年一万人検診と国保加入者の人間
ドック検診開始('"'"'18日、 10P参照)
2歳児歯科検診(総合会館) 30 

灯台記念日
技能の日
教育・文化週間(ー 7
日)

精神保健普及運動
(-8日)2一の酉

3~文化の日

4 

5
 6 
ア立冬

8世界都市計画の日

全国糖尿病週間
(-15日)

太陽暦採用記念日
119番の日

9 
手足の不自由な子供
を育てる運動10 
世界平和記念日
税を知る週間(-17 
日)11 

12(金融機関定休日)

13 
14二の酉

15揖舎2515日)

。秋の全国火災予防運動
砂11 月 26 日 ~12 月 2 日すぐ始末.グJその時『その火

※収集日が祝祭日の場合は収集業務はいたし

ませんので次回の収集日をご利用ください。

※ゴミは必ず、町指定の無公害ポリ袋または

荷札を使ってお出し ください。それ以外の

もので出しであるゴミは収集いたしません。

また、最近、可燃物と不燃物がいっしょに

はいっているものなどルールを守らずに出

きれるゴミが多く収集にも手間どっていま

す。清潔で住み良い生活環境を保つために

もルールを守り、美しい町づくりにご協力

ください。

口
μ曜

週

木

毎

月

間
誌
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一
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東
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ゴ
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一
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新

司

ド
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水

象
一

東

漉

地

f
前

西
西
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一
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紙
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飯
河
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9日

30日

毎月

第 2水曜日

第 5水曜日

|日・ 4日・ 8日

11日・ 15日・ 18日

22日・ 25日・ 29日

地

第5水曜日

30日2日

16日

毎月

第 1水曜日

第 3水曜日

7日・ 10日・ 14日

17日・ 21日・ 24日

28日

63.11 .1⑫ 広報しよろわ




